
１．はじめに

（１）位置と環境

長岡京跡が所在する京都府向
む こ う し

日市は、京都府の山

城盆地西南部に位置する（図１）。面積は7.72㎢と

西日本で最もコンパクトな市であるが、人口は５万

4,614人（2016年６月１日）、人口密度は１㎢当たり

7,000人を超える都市近郊住宅街を形成する。

1960年代から宅地化がすすみ、電気、化学、機械

工業が進出して都市化した。また、東、北、西の三

方で京都市に接し、JR東海道本線、阪急京都線、

国道171号が通り交通機関の利便性が高く、京都市

や大阪市のベッドタウンともなっている。

丘陵部には、モウソウチクが栽培され、タケノコ

や竹細工の特産地としても知られている。

丘陵部には多数の古墳、平野部には条里制が遺存

し、市域の周知の埋蔵文化財包蔵地は、現在76か所

が確認されており、その総面積は7.82 ㎢となり市の

面積を超える。

なかでも、長岡京跡は、東西4.3㎞・南北5.3㎞（22.79

㎢）の規模を有し、３市（京都市、向日市、長岡京

市）１町（大山崎町）に及ぶ広域遺跡が所在する。

このうち、本市に占める長岡京跡の面積は、全体の

約19.80％、約4.512㎢と少ないものの宮域等の重要

地域を占めている（図２）。

（２）史跡の概要

長岡京は、延暦３年（784）から延暦13年（794）

までの10年間の都である。長岡京跡の発掘調査は、

昭和29年（1954）12月に開始され、その調査歴は62

年に及び、調査次数は2,200回を超える。

その成果は大きく、宮域では大極殿、大極殿後殿

（小安殿）、宝
ほうどう

幢、大極殿院南門、朝
ちょうどういん

堂院、内
だ い り

裏、

築
つ い じ

地等が、京域では朱雀大路をはじめ条坊制の大

路・小路、官衙、離宮、住宅等の遺構が検出されて

いる。

なかでも、大極殿・大極殿後殿（小安殿）、内裏、

図１　京都府向日市の位置 図２　山城盆地航空写真

アプリ開発・運用の実際
― “AR長岡宮”活用と課題 ―

渡辺　　博（向日市教育委員会）

37Ⅰ　講演・研究報告　アプリ開発・運用の実際



築地、朝堂院の西第四堂・南門・南面回廊、宝幢、

閤門地区は、宮の中心に位置し、その保存状況も良

好である。これらの遺構を保存することは、長岡京

の全貌を考察する上で極めて重要であることから、

史跡指定を受け、保全整備し活用の促進を図ってい

る。

史跡は、昭和39年（1964）に大極殿地区が「史跡

長岡宮跡」として指定を受けた。以後、開発と競合

するかのように、平成27年（2015）まで、離れた地

区でも同一名称で、９度の地域追加指定を受けてい

る。指定面積は14,275.72㎡で、公有化は83.83％、整

備は未買収地を含め63.54％である（図３）。

（３）史跡の公有化と整備

史跡長岡宮跡は、昭和40年（1965）に大極殿地区

を、以後、平成22年（2010）まで、地区ごとに４度

の整備と、公有化完了までの間７度の仮整備を実施

している。

数度に分けて整備しているのは、史跡が阪急京都

線西向日駅周辺300ｍ圏内の住宅密集地に位置し、

土地価格が平方メートル当たり20 ～ 30万円と高額

で、公有化が遅れているためである。

前述のとおり開発と発掘に伴う保存問題が競合

し、史跡指定と公有化を繰り返し行う保存措置が優

先し、整備と活用が遅れているのが実態である。

この状況を少しでも打開するため、一定の公有化

が完了するまで、史跡指定地で民有地であっても、

市の単独経費で仮整備等を行っている。しかし、こ

うした措置は、行政内部を含め、市民の理解を十分

に得られるものではなかった。また、長期にわたる

部分的及び小規模な整備は、工法等による統一感の

喪失にもつながり、史跡保全への不理解を助長させ

ていた。土地のまとまった所での史跡整備には、大

極殿地区や近年の朝堂院西四堂地区（以下「朝堂院

公園」と呼ぶ）がある（図４・５）。

２．AR長岡宮の導入

（１）導入契機

史跡長岡宮跡の整備手法は、遺構の性格上、また、

住宅密集地という立地環境上などにより、緑地を配

した平面的な遺構の復元表示が主なものである。

近年、特に平城宮跡第一次大極殿復元以後、史跡

長岡宮跡の整備進捗もあり、史跡地での建物復元や、

復元した建物を多目的施設としての利活用案などの

図３　指定・公有化・整備経過図 図４　朝堂院西四堂地区全景

図５　朝堂院西四堂地区　楼閣跡
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意見が多く寄せられるようになった。

しかし、史跡地は、都市計画上、第一種低層住居

専用地域に位置し、適用除外項目はあるものの復元

建物の建築には一定の制限がある。

また、国庫補助金の適用を受け公有化及び整備を

行っているため、駐車場など多様な利活用面には課

題がある。加えて史跡指定地の建物復元の経費は、

概算でも数百億単位となった。

そこで、史跡長岡宮跡へのより一層の理解を深め

る た め、 新 た に 体 験 可 能 な『 拡 張 現 実（ 感 ）』

（Augmented Reality 以下、「AR」という）、及び『仮

想空間／人工現実』（Virtual Reality 以下、「VR」

という）技術等を用い、市販のスマートフォン（以

下、「スマホ」という）やタブレット端末を用い、

五感に働きかけるアプリケーション（以下、「アプ

リ」という）『AR長岡宮』（以下、「本アプリ」とい

う）を開発し無料で配信することとした。

なお、これら既存の機器には、位置情報（GPS）

やカメラ、カレンダー、時計など多彩な機能が搭載

されており、これらも利用することとした。

AR長岡宮導入の理由を次のとおりとした。

・史跡指定地の土地条件から建物復元が困難で

ある

・建物復元に要する経費と比較し安価である

・上記と同様に維持管理経費が安価である

・案内員不在時でも一定の史跡の解説ができる

・多彩に情報を挿入・リンクできる

・エンタテイメント性を備えている

・スマホネイティブ世代の取り込みがでる

・特色ある地域振興・観光振興に寄与できる

（２）導入時の課題

本アプリの導入に際して（図６）、主に下記の５

点が課題となった。

１）	 AR、VR　そのものに対する理解

２）	 何故、AR、VRを史跡に導入するのか

３）	 仕様書の作成について

４）	 適正価格について

５）	 業者選定について

これらの課題解決に向け、次の対応を取った。

１）AR、VR等に対する理解

難波宮など同種の活用事例の先進地視察ととも

に、史跡長岡宮跡でのARデモ体験を実施した（図

７・８）。

図７　AR長岡宮イメージ

図８　事業前のARデモ風景（長岡宮跡大極殿）図６　事業化までのフロー図
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「史跡への導入」については、上記事業を実施す

ることで、その効果をアピールし、アプリに対する

理解と史跡長岡宮跡への導入の必要性について、教

育委員会の内外に理解を求めた。

２）仕様書の作成

調査成果や史実に基づき、史跡長岡宮跡の理解の

ため、特色ある地域の埋蔵文化財事業として実施し

たいことを全て列挙し、システム上（ソフト上）不

可能なことを削除したものを仕様書とした。

３）設計価格

「適正価格」については、財政状況の脆弱な本市

にとって、文化庁の補助金適用は不可欠である。事

業化にあたっての積算根拠を含め「適正価格」を算

出するため、見積書の取得を何度も繰り返した。こ

れに伴う「仕様書の更正」も数次に及ぶ。

また、総事業費から文化庁補助金を差し引いた額

を文化振興基金（市長部局）から繰り入れ、単年度

の市単独費の負担をなくした。

４）業者選定

本市への業者登録の有無、指名・公募の別、競争

入札方式・プロポーザル方式・コンペ方式など、デ

メリットを考慮して行う必要がある（図９）。本件

のように専門性を要する業務の場合は、単に低価格

だけで選定したのでは、期待した結果が得られない

場合も生じる。

一方、実績のある者を選定する随意契約は、行政

の場合、公平性の観点から問題がある。また、コン

図９　事業化後、業者選定までのフロー図

図10　長岡宮大極殿院・朝堂院遺構配置図

図11　朝堂院西第四堂復原図
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ペ方式では受注の可否が不明なまま、詳細設計（図

10・11）まで行う必要があり、応募者（業者）の負

担が大きい。

いずれにせよ、的確な仕様書と適正価格の算出が

重要である。

本アプリ作成業務については、本市登録会社によ

る指名競争入札により、落札した会社と業務委託契

約を締結した。

〔所感〕　本アプリ作成事業は、史跡整備工事等が伴

わない単独の業務委託事業であった。そして、文化

庁補助金の適用を得て、単年度事業とした。このた

め、事業計画から補助金の交付決定後の契約締結ま

で、また、業務着手から完了（本アプリの配信）ま

で時間的余裕も少なく、建物復元やソフトの動作確

認など各項目の負担は多大であった。

本アプリ同様の業務を実施する場合、遺跡整備と

一体的なものとし、実施設計・施工監理会社等の積

算の中で行い、有識者委員会の検討を経た上で、複

数年度工期の最終年度に実施することか望ましい姿

であると実感した。

３．AR長岡宮の特徴

本アプリは、前述のとおり専用端末を用いず、市

販のスマホやタブレット端末へのインストール形式

を採用した。そして、

これらの端末に搭載

されている位置情報

（GPS） や カ メ ラ、

カレンダー、時計な

ど多彩な機能を利用

した（図12）。

そのうえで、発掘

調査により検出した

史跡長岡宮跡大極

殿、朝堂院など主要

な26施設の建物等を

復元し、今、自分の

前に長岡宮が存在し

ているかのような体感を可能にするものである。

なお、建物等の復元は、昭和59年（1984）の向日

市文化資料館の開館時に作成した大極殿・朝堂院、

及び内裏の復元模型設計図を原図とした。本原図は、

宮本長次郎氏（当時：奈良国立文化財研究所）の考

察によるものである。この原図に最新の発掘調査成

果、国土座標等を加筆または修正し、本アプリの基

本設計図とした。

業務過程における建物復元の細部の検討と更正

は、京都大学大学院山岸常人教授からご指導、京都

府教育庁指導部文化財保護課（建造物担当）諸氏の

協力を得た。

（１）機能の特徴

１）AR＋GPS機能

現在の風景の中に、建物遺構等を原位置に原寸大

で復元し、建物内に入ることも可能で天井等の内部

構造も詳細に復元した（図13）。

２）VR＋GPS＋時計機能

VRでは上記１）に背景を含め、原位置に原寸大

で復元した（図14）。なお16時以降、翌６時までの

空は星空となる。これらのAR/VR機能では、26施

設の建物を復元し、23通りの表現方法をとった（次

年度、内裏正殿を追加）。

これに加えて、大極殿地区では、高
た か み く ら

御座前面の位

置で動画を、内裏地区で長岡宮のひな壇造成がわか

るイラストを挿入した（図15）。

３）カメラ＋GPS機能

長岡京期に係わる歴史上の桓武天皇、藤原種継、

百済王明信、坂上田村麻呂、女官など10人の人物が

史跡地内各所に15通りで登場し、史跡来訪者が記念

撮影をし、その画像保存を可能した（図16）。

４）カレンダー機能

続日本紀や日本後紀、類従国史、類聚三代格など、

史料に記載された長岡京期内の主な出来事の月日の

みに起動し、その内容を説明した。また、特定月日

のオープニング画面としても活用した（図17・18）。

５）カレンダー＋時計＋GPS機能

上記４）同様と史料に記載された、がま蛙や坂上図12　メニュー画面

41Ⅰ　講演・研究報告　アプリ開発・運用の実際



田村麻呂が乗る馬、その他に瑞兆に関係する白烏、

赤雀、赤眼の白ねずみなどの９種類の動物等が13通

りの特定の日に出現、または増加させた（図19）。

６）AR/VR +時計＋GPS機能

上記４）同様と史料に記載された、金星や怨霊な

ど特定の時間・方角のみでおこる長岡京期の出来事

や現象を復元した（図20）。

図13　AR機能　大極殿地区 図17　大極殿　平常時（下記と比較）AR/VR共通

図14　VR機能　宝幢・閤門地区 第18図　大極殿　特定時（上記と比較）AR/VR共通

図15　長岡宮ひな壇造成イラスト　
スライドインかがり火遺構の点灯は16時以降

図19　特定日のがま蛙の増殖　（朝堂院地区AR/VR）

図16　登場人物と記念撮影 図20　登場人物と記念撮影（16時～翌６時まで）
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７）マップ機能

本アプリは機器を下に向けるとマップ機能が起動

する（図21）。

８）その他の機能

本アプリは、史跡指定地での利用を基本としてい

るが、指定地以外でも長岡宮跡を理解し、アピール

できるよう「ボーナス」メニューを設けた。

このメニューには、朝堂院の中心から建物全体を

概観する機能や、マーカーによる朝堂院南門と楼閣

の復元、及び坂上田村麻呂と馬（図22）、内裏正殿

復元画像をAR/VR機能で復元。なお、このマーカー

は、ポスターと後述する貸出用タブレット内にも掲

載した。

上記１）～８）詳細は、表１・２「『AR長岡宮』　

AR/VRリスト」に示すとおりである。

しかし、年間を通じ史跡長岡宮跡への来訪者を獲

得するため詳細については公表していない。

今後、学校や市民と共にクイズやゲームなどの作

成も検討している。

（２）機器の特徴

１）対応機器

iOS・Android・iPadにも対応のユニバーサルア

プリとした。

２）対応言語

日本語、英語、中国語文繁体字、中国語文簡体字、

韓国語の五言語に対応した。

（３）経費面等、その他の特徴

機器を所有されない方、学校のクラス単位での学

習や団体見学等には、貸出用タブレットを50台用意

した。

この貸出用タブレットは、後年度負担を考慮し、

GPSのみの稼働とし、通信費等の経費が不要なもの

とした。

（４）安全面等への配慮

１）危険回避

本アプリの稼働は、通称「歩きスマホ」に伴う安

全面を配慮し、史跡指定地内の公有化済地に限定し

た。

２）マニュアルとプライバシーの保護

本アプリ内の『使い方』内に、「歩きスマホ」と

カメラ撮影等に係る「プライバシーの侵害」などの

注意事項を記載した。

３）史跡（稼働）地内広報

史跡指定地の本アプリの稼働地では、図23のよう

に表示し、前述した注意を促すプレートを案内板な

どに設置した。

４）貸出用タブレット

貸出用タブレットには、写真撮影等で、第三者に

不審を与えないよう、対面者側に「長岡宮体感中」

と背文字を貼付した（図24）。

図24　貸出しタブレット図22　マーカー機能
　　　坂上田村麻呂と馬

図23　本アプリ稼働地図21　マップ機能
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（５）連携面の特徴

１）文化資料館との連携

本市には、「長岡京の歴史と文化」を常設展示す

る文化資料館がある。

同館のエントランスに設置した「バーチャル長岡

京３Dマップ」では、大画面ディスプレイで長岡京

全体の景観復元や解説などをデジタル映像で紹介し

ている（図25）。

そこで、本アプリは史跡指定地である長岡宮跡と

し、内容の重複を避け、相互補完が可能なものとし

た。

２）「京ぶら乙
おとくに

訓」（観光アプリ）との連携

本市を含めた周辺二市一町の商工・観光協会が、

観光名所や飲食店などを案内するアプリ「京ぶら乙

訓」がある。これは、史跡等を含めた観光スポット

を表示し、検索地点からスポットまでをナビゲー

ション（以下、「ナビ」という）で案内し、現況写

真と簡単な説明を行うものである。今回、重複を避

けるため、本アプリにナビの実装（アプリ内に特定

のシステムを組み込むこと）を見送り、相互活用を

図ることとした。上記に加えて、長岡京と同時代で

関連する遺跡、「難波宮跡」と「多賀城跡」と相互

連携を実施した。

３）「AR難波宮」との連携

平成24年（2012）５月に本アプリの先行事例とし

て「AR難波宮」がリリースされた。

後期難波宮は、長岡宮を理解する上で欠くことが

できない重要な遺跡である。このため、相互に紹介

画面を本アプリ内に掲載した（図26）。

４）「歴なび多賀城」との連携

長岡宮を理解する上で、桓武天皇の「軍事と造作」

は、欠くことができない功績である。この軍事とは、

東北遠征・経営である。そこで、「乗馬した『坂上

田村麻呂』」の画像を多賀城市教育委員会作成アプ

リに出現させていただくとともに、相互に紹介画面

を掲載した（図27）。

図25　バーチャル長岡京３Dマップ　
（向日市文化資料館エントランス　モニター 70インチ）

図26（左）本アプリ内、難波宮アプリの紹介
（右）難波宮アプリ内、本アプリの紹介

図27（左）本アプリ内、多賀城アプリの紹介
（右）多賀城アプリ内、本アプリの紹介
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これらの連携は、各々の事業が文化庁の補助事業

であったことに加え、連携先の理解と協力をいただ

き行えたことによる。

全国には長岡京跡と同様、都城遺跡の他に集落跡

や古墳、国分寺､ 城郭跡など、離れた遺跡であって

も関連する重要な史跡（遺跡）等が数多く所在する。

これらの広域連携と活用面で、新たな手法を示せ

たものと考えられる。

４．AR長岡宮の運用と課題

（１）アプリのダウンロードと利活用

本アプリの活用は、主に平成22（2010）年６月22

日に開所した「朝堂院公園」内に設けた案内所を中

心に、常駐する案内員の史跡解説などとともに実施

している。

この案内所に貸出用タブレット端末を５台を常備

し、団体見学時には事前申込みにより45台を追加し

利用している。本アプリを平成26（2014）年３月18

日に配信後、平成28（2016）年５月31日現在、２年

２か月が経過した。この間のダウンロード件数は、

iOSが1,870件/人、Androidが838件/人 の2,708件/人

である。貸出用タブレット端末の利用は、2,637件/

人である。利用者総数は、計5,183件/人である。

全体を概観すると、図28で示したとおりAR長岡

宮の利用機器種別では、ダウンロード利用者は

50.67％、貸出用タブレット端末の利用者は49.34％

で、ほぼ同数である。しかし、単年度毎の利用者は、

初年度はダウンロード利用者が約２/３を占め、次

年度は逆に貸出用タブレット端末の利用者が約２/

３を占める。今後のダウンロード利用者と貸出用タ

ブレット端末の利用者の比率は、学校教育など団体

見学などにより、貸出用タブレット端末の利用者が

確実に増加するものと考えられる。

また、図29の朝堂院公園の利用者の推移と図30の

アプリの利活用者の推移を比較した結果は、次のと

おりである。

・アプリの配信直後は、史跡の急激な利用者増には

繋がっていない。

・本アプリのダウンロード数、貸出し用タブレット

端末利用者は、史跡利用者に比例している。

・本アプリ配信した１年後の平成27年度（2015）に、

史跡来訪者が急激に増加した。

これらのことは気候等の他に様々な要因も考えら

れるため、同様の事業を実施されている他機関、他

遺跡などの事例と比較検討する必要がある。

そして、今後の史跡長岡宮跡の活用の促進のため、

朝堂院公園の利用者も含め、総合的に推移を注視し

検討する必要もある。

〔所感〕　本アプリの市場ニーズや浸透度などを情報

タブレット
貸出利用者 ,
2,637 人
49.3％

全体

Android,
838 人
15.68％

iOS,
870 人
34.99％

図28　AR長岡宮機器種別利用比率

タブレット
貸出利用者 ,
1,271 人
42.55％

初年度
（Ｈ26）

Android,
515 人
17.24％

iOS,
1,201 人
40.21％

タブレット
貸出利用者 ,
1,342 人
61.11％

次年度
（Ｈ27）

Android,
276 人
12.57％

iOS,
578 人
26.32％
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として蓄積にするため、配信開発会社の好意により、

基本OS別のダウンロード数を月毎に把握している。

本アプリのダウンロード数は、前述のとおりiOS、

Androidを合わせ2,708件である。

この数値の良否を比較検討する資料は、現在のと

ころ持ち合わせていないが、配信後数ヶ月は、費用

対効果の面（本アプリ作成業務委託料÷ダウンロー

ド数）から、ダウンロード数の推移に一喜一憂した。

しかし、本アプリは、史跡長岡宮跡の活用を促進す

るためのものである。主役は史跡であり、活用する

市民である。このため、ダウンロード数よりも、史

跡利用者の推移を注視し、活用事業の多用な展開を

図っている。

史跡長岡宮跡を魅力あるものとすれば、本アプリ

のダウンロード数も比例して増加するものと考えて

いる。

（２）アプリの更新

アプリの更新には、アプリ自体の拡充や更新等に

図29　史跡長岡宮跡朝堂院西第四堂地区（朝堂院公園）利用者の推移

　　▲初年度（平成26年度） 　　　　　　　　　　　　　　▲次年度（平成27年度）　　　　　　　　　　　　　　　▲28年度

図30　AR長岡宮　利用機器別利用者の推移

平成27年度 遺跡整備・活用研究集会報告書46



伴う「内容更新」と、スマートフォンやタブレット

端末等機器OSのバージョンアップに伴う不具合解

消のための「システム更新」に大別される。

本アプリの場合、史跡指定地の拡大と拡充等に伴

い「内容更新」を１回、機器OSのバージョンアッ

プに伴い１回、計２回の更新を行った（微細な不具

合による修正を含まない）。

これらの更新記録は、本アプリの設定画面内に

「Ver ○.○」と数字で記すことにし、大きな更新を

１桁台で、軽微な変更を小数点以下で表記した。こ

の た め、 平 成28年 ５ 月 現 在、iOS はVer. 2.1で、

Androidは Ver. 2.0である。

機器OSのバージョンアップ等の問題は、業務発

注時から想定された。そこで、後年度負担の軽減を

図るため、史跡等の整備工事時の植栽工の枯れ補償

と同様の内容を適用することとし、発注時の仕様書

に「業務完了（アプリ配信）後、１年間のシステム

改修補償」を明記し対応した。

本アプリについては、配信後２年間で維持管理経

費は支出していない。

今後、機器OSのバージョンアップに伴う改修予

算を計上しなければならない時期が来ることを念頭

に置き、アプリを運用していきたい。

（３）アプリの容量

本アプリのサイズ容量は、iOS、Androidの相違

はあるものの配信時には約70MBであった。

しかし、機器OSのバージョンアップに伴い、一

時95MB（Android）～ 124MB（iOS）（アプリの案

内により数値表示に相違がある）に増加した。開発

会社と協議し、現在、71MB（Android）～ 124MB

（iOS）となったが、端末機種によってはダウンロー

ドにはWi-Fi（無線ＬＡＮ）が必要な環境下にある。

今後、史跡指定地に、専用又は公衆・観光Wi-Fi

等の設置を含め検討していく所存であるが、サイ

バー犯罪や利用者のセキュリティー、夜間の青少年

健全育生問題など、史跡地の防犯等安全面での課題

があるため設置には十分な考慮が必要である。

また、基本OSのバージョンアップは、拡大を続

けるスマートフォン等の市場において、年に１回以

上行われている。新たなOSが発売されるたびに機

種やソフトの内容も充実され、連動して本アプリの

容量も増加することがわかった。アプリ容量の増大

化は、利用者のダウンロードを躊躇させる要因にも

なる。

今後、（史跡等文化財活用の）新たなアプリの作

成時には、これらのことも念頭に置くことが必要で

ある。加えて業務を実施する会社には、これらに対

応できるソフト等の開発や対策を要望する。

最新のデジタルコンテンツを用いた史跡（遺跡）

の活用を目的として作成した本アプリを基本OSの

バージョンアップために化石化させてはならない。

５．AR長岡宮の活用と応用

本アプリ配信後、導入済みの貸出しも兼ねた古代

衣装を着用し、タブレット等を手にした案内員が、

史跡の解説案内を行っている（図31）。

その他に、映像資料やパンフレットなどの歴史や

ふるさと（郷土）学習の教材を用い多彩な活用を行

い（図32）、史跡長岡宮跡を広く公開するとともに

情報を発信し（図33）、特色ある地域振興、観光振

興にも繋がる事業を実施している。

また、本アプリの作成、及び作成過程で得られた

成果を応用して次の事業を実施した。

図31　AR長岡宮と古代衣装の組み合わせ
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（１）ペーパークラフト

本アプリ内のAR/VR機能で遺跡を復元表示する

ため、26施設の建物を３次元コンピュータグラ

フィックス（以下、「３DCG」という。）で作成し、

その一部はボーナスメニューで表現している。

３DCGは、全方向からの識別が可能なことが特

徴のひとつである。

この３DCGを各方向から２次元化（レンダリン

グ）し、ペーパークラフトを作成した（図34）。

作成したペーパークラフトは、下記のとおり長岡

宮の主要な七種類の建物を、カラー・モノクロで13

種類、21,000部である（図35）。

①	 長岡宮全体	（２枚組）　カラー　　2000部

②	 長岡宮全体	（２枚組）　モノクロ　2000部

③	 大極殿	 （４枚組）　カラー　　2000部

④	 大極殿	 （４枚組）　モノクロ　2000部

⑤	 朝堂院南門	（３枚組）　カラー　　2000部

⑥	 朝堂院南門	（３枚組）　モノクロ　2000部

図32　貸出し用タブレットを活用した学習

図33　テレビ等への情報発信

図34　長岡宮大極殿ペーパークラフト展開図

図36　活用事例

図35　ペーパークラフト（長岡宮大極殿）
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⑦	 楼閣	 （４枚組）　カラー　　2000部

⑧	 楼閣	 （４枚組）　モノクロ　2000部

⑨	 回廊・東	 （２枚組）　カラー　　1000部

⑩	 回廊・東	 （２枚組）　モノクロ　1000部

⑪	 回廊・西	 （２枚組）　カラー　　1000部

⑫	 回廊・西	 （２枚組）　モノクロ　1000部

⑬	 朝堂院四堂	（３枚組）　カラー　　2000部

これらのペーパークラフトは、「夏休み子ども歴

史教室」（図36）などの事業に使用するとともに、

本アプリダウンロード者、朝堂院来訪者で希望者に

は無料で配布している。

（２）発掘調査との組み合わせ

史跡長岡宮跡として追加指定を受けた大極殿西・

北面回廊地区を平成26年度（2014）に公有化し、同

時に本アプリの稼働地を拡大させた。

平成27年度（2015）には、本地区、及び周辺地域

の遺構を詳細に把握するため、遺跡範囲内容確認の

ための発掘調査を実施した。

この発掘調査の現地説明会は、参加者に検出遺構

についての理解を深めるため、本アプリを用い実施

した（図37）。

そして、開発会社の協力を得て、スマートグラス

やヘッドマウントディスプレイによる本アプリの体

感デモを同時に開催した（図38・39・40）。

この結果、300名以上の現地説明会の参加者に、

検出遺構はもとより、史跡長岡宮跡への一層の理解

を得た。

また、参加者を概観すると、デジタルコンテンツ

に興味を持った若年層も多く見受けられ、これらの

方々への史跡長岡宮跡を広報する面で大きな成果が

得られた。

なお、この現地説明会の開催報道と説明会当日の

本アプリのダウンロード数は、飛躍的に増大した。

本アプリの広報の必要性も感じた。

図37　AR長岡宮と発掘調査現地説明

図38　AR長岡宮３Dデモ
（ヘッドマウントディスプレイでの表示内容）

図39　スマートグラス（左）とヘッドマウントディスプレイ（右）

図40　現地説明会会場で、スマートグラスやヘッドマウ
ントディスプレイを使用したAR長岡宮のデモ
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６．まとめ

依然として史跡長岡宮跡の活用について、市の内

外から厳しい声が寄せられている。しかし、その声

は、次第に「決して批判的なものだけではなく、期

待を込めたご意見や応援」に変化し、多方面から寄

せられるようになった。

また、本アプリが契機となり、史跡活用を主体と

した現地での建物復元の気運も高まってきた（図

41）。

改めて、史跡等文化財が持つポテンシャルの高さ

を再認識したところであり、活用の加速を図ってい

きたい。

７．あとがき

本アプリは、あくまでも長岡宮跡の史跡景観を可

視化するためのツールである。

しかし、搭載した情報の基礎は、過去62年以上に

及ぶ発掘調査成果とデータの管理、調査研究などの

学術成果である。これらの成果が蓄積されていたか

らこそ実現できたものである。

史跡等の活用は、本アプリの使用など小規模で

あっても、コンテンツ（活用促進の各種事業）の配

列や組合せの考慮により、学習面、地域振興面、観

光振興等でも十分な効果が発揮できるものである。

また、デジタルコンテンツを用いた遺跡の活用は、

従前の史跡等の活用方法を一変させるものと考えら

れる。

今後の事業展開に期待が膨らむが、反面、危険性

も感じた。これらの最新機器の多用により、史跡保

護の本質である現地保存や公有化、現地の整備復元

などが閉ざされてはならない。特に保存問題には、

注意を払う必要がある。安易な多用化には、警鐘を

鳴らすとともに、一定の指針的なものが必要とも考

えられる。

そして、最新の機器や情報であっても、それは一

時のことで、常に更新を念頭に入れ、「活用するの

は『人』」であることを忘れてはならない。

〔追記〕

　　本文提出後間もない平成28年８月初旬、地

方創生加速化交付金対象事業として「歴史資

源のデジタルコンテンツ化業務」が採択され

た。本業務は、史跡「乙訓古墳群」の内『物

集女車塚古墳』について、最新のデジタルコ

ンテンツを用い楽しく学べ、若者もみたくな

る魅力的なスマートフォン・タブレット端末

向けアプリケーションを作成するものである。

　　本事業が採択されたのも、奈良文化財研究

所での研修会等において、デジタルコンテン

ツを用いた多彩な活用方法を情報交換できて

いたからである。改めて、奈良文化財研究所

の内田室長をはじめ遺跡整備研究室の方々、

本研究集会参加諸氏に厚くお礼を申し上げま

す。

図41　現地復元建物とAR機能の組み合わせ
※本画像は、平城宮跡第二次大極殿跡にAR機能で、長岡宮大極

殿を配置した参考写真である。左後方は復元した第一次大極殿。
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図42　AR長岡宮画面内容構成図
　　　　　　　　※本図は、完成２か月前に全体像を再確認するために作成したものである。
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表１　AR長岡宮　AR/VRリスト（朝堂院・大極殿地区）

名
称

地
区

場
所 モード 復元・体感 建

物
人
物

動
物

そ
の
他

出現物 通常 特記 備考

史
跡
長
岡
宮
跡

朝
堂
院
西
第
四
堂
・
朝
堂
院
南
門
・
回
廊
・
楼
閣
地
区

朝
堂
院
公
園

AR 建物 ４ ４ 朝堂西第四堂、南門、翔鸞
楼、回廊（３Dモデル） ○ ←

VR 建物 １ １ 朝堂院全体（３Dモデル） ○ ←

AR 
VR 
両方

動物 １ １ がま蛙（３Dモデル） １匹 ５月７日 増殖10匹

動物 １ １ 白烏（カラス）（３Dモデル） － ５月24日 特定日のみ出現１羽

動物 １ １ 白鹿（３Dモデル） １頭 11月11日 増殖２頭

動物 １ １ 赤眼の白ねずみ（３Dモデ
ル） １匹 ９月16日 増殖３匹

その他 １ １ 金星（２D画像） －
７月８日 特定日のみ出現

朝６時～夕方４時 特定方向に出現　南東

人物カメラ

人物 １ １ 藤原種継（２D画像） ○ ←

人物 １ １ 百済王明信（２D画像） ○ ←

人物 １ １ 坂上田村麻呂（２D画像） ○ ←
人物 １ １ 騎馬で走る坂上田村麻呂

（３Dモデル） ○動物 １ １ ←

その他 １ １ 霊（２D画像）
毎日 特定方向に出現 

鬼門方向午後４時～朝６時

小計 ４ 16 ５ ４ ５ ２ モード

史
跡
長
岡
宮
跡

大
極
殿
・
小
安
殿
・
宝
幢
・
閤
門
地
区

大
極
殿
公
園
（
大
極
殿
院
南
門
跡
地
含
む
）

AR
建物 ６ ６ 

大極殿、小安殿、後門、登
楼、閤門、閤門付近の回廊

（３Dモデル）
○ ←

建物 １ １ 上記＋宝幢（３Dモデル）
（７基） ○＋ 毎月１日 特定日のみ出現11月11日

VR 建物 １ １ 大極殿院、朝堂院全体（３
Dモデル） ○ ←

AR+VR 
+ムービー 人物 ７ ７ 

桓武天皇アニメーション
ムービー
桓武天皇と女官６人

○
規定の範囲のみ 特定の場所のみ高御座　

ボタンをタップ大極殿高御座

AR 
VR 
両方

動物 １ １ 赤雀の出現（３Dモデル） ２羽 ５月19日 増殖４羽

動物 １ １ 白雀の出現（３Dモデル） － ６月21日 特定日のみ出現２羽

動物 １ １ 白雉の出現（３Dモデル） － ４月16日 特定日のみ出現１羽

動物 １ １ 赤眼の白ねずみの出現（３
Dモデル） １匹 ９月16日 増殖３匹

その他 １ １ 金星（２D画像） －
７月８日 特定日のみ出現

朝６時～夕方４時 特定方向に出現　南東

人物カメラ

人物 １ １ 桓武天皇（２D画像） ○ ←

人物 １ １ 坂上田村麻呂（２D画像） ○ ←

人物 １ １ 
桓武天皇・百済王明信・藤
原種継・坂上田村麻呂集合
画像（２D画像）

○ ←

その他 １ １ 霊（２D画像）
毎日 特定方向に出現 

鬼門方向午後４時～朝６時

小計 ４ 24 ８ 10 ４ ２ モード
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名
称

地
区

場
所 モード 復元・体感 建

物
人
物

動
物

そ
の
他

出現物 通常 特記 備考

史
跡
長
岡
宮
跡

内
裏
内
郭
築
地
回
廊
地
区

内
裏
公
園

AR

建物 ２ ２ 内裏内郭築地回廊、篝（か
がり）（３Dモデル） ○ ←

建物 １ １ 
ひな壇上に築かれた長岡宮 
大極殿院と朝堂院（２D画
像）

○
特定方向に出現 大極殿院と朝堂院は、土

地の高低差がわかるよう
にやや見上げる←

その他 ０ １ 篝（かがり）にかがり火点
灯（３Dモデル） ○

毎日 燃える

午後４時～朝６時 特定の時間のみ出現

動物 １ １ 白雀（３Dモデル） －
７月22日

特定日のみ出現
１匹

動物 １ １ 赤眼の白ねずみ（３Dモデ
ル） １匹

９月16日
増殖

５匹

その他 １ １ 金星（２D画像） －
７月８日 特定日のみ出現

朝６時～夕方４時 特定方向に出現　南東

人
物
カ
メ
ラ

人物 １ １ 百済王明信（２D画像） ○
←

その他 １ １ 霊（２D画像）
毎日 特定方向に出現 

鬼門方向午後４時～朝６時

小計
２

９ ４ ０ ２ ３ 
モード

史
跡
長
岡
宮

築
地
地
区

築
地
跡

AR

建物 １ １ 築地（３Dモデル） ○ ←

動物 １ １ 赤烏（カラス）（３Dモデル） １匹
６月12日

増殖
10羽

その他 １ １ 金星（２D画像） －
７月８日 特定日のみ出現

朝６時～夕方４時 特定方向に出現　南東

小計
１

３ １ ０ １ １ 
モード

史
跡
長
岡
宮
跡

ど
こ
で
で
も

ボ
ー
ナ
ス

AR

建物 ４ ４ 朝堂院南門、回廊、翔鸞楼、
栖鳳楼（３Dモデル） ○

（マーカー対応で出現）人物 １ １ 騎馬で走る坂上田村麻呂
（３Dモデル） ○

動物 １ １ 

VR 建物 １ １ 朝堂院全体（３Dモデル） 朝堂院の中央地点から見
る光景のみ

小計
１

７ ５ １ １ ０ 
モード

史跡 
指定地

合計

６

59 23 15 13 ８ 
４箇所

どこで 
でも モード
１

※本一覧表は、配信初年度のものである。次年度には、「どこででも　ボーナス」で長岡宮内裏正殿を復元している。

表２　AR長岡宮　AR/VRリスト（内裏内郭築地回廊・築地地区）
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